○珠洲市自然共生ポイント事業実施要綱
平成２４年６月８日

告示第５８号

（趣旨）
第１条　この要綱は、自然と共生する珠洲市の構築に向け、市民等の環境保全活動への参加を促進するため、市民等に珠洲市独自のエコポイントを交付する事業（以下「自然共生ポイント事業」という。）の実施について必要な事項を定めるものとする。

（用語の定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。

(1)　自然共生ポイント　市民等が環境保全活動に参加することにより市長から交付されるエコポイントをいい、１ポイントの経済的価値は１円相当とする。
(2)　環境保全活動　市民等が行う公共的な環境美化活動や環境負荷の軽減につながる活動など、環境に配慮した活動をいう。
(3)　事業実施者　自然共生ポイント事業を実施する個人又は団体（企業を含む。）をいう。

(4)　参加者　事業実施者が実施する環境保全活動に参加した者をいう。

(5)　景品引換券　収集したポイント数に応じて市長から交付され、景品交換の際、引換えとなるチケットをいう。

(6)　事業協賛店舗　本事業の趣旨に賛同し、市民等が持参した景品引換券と引換えに景品を提供する店舗等をいう。
(7)　珠洲トチポ　デジタル地域通貨珠洲トチポ事業実施要綱（令和５年珠洲市告示第１４１号）に定めるポイントをいう。
（自然共生ポイントの交付対象及びポイント数）
第３条　自然共生ポイントの交付対象となる環境保全活動及び交付する自然共生ポイントのポイント数は、別表のとおりとする。
（自然共生ポイントの交付）
第４条　自然共生ポイントの交付は、市長が別に定める自然共生ポイントシール及び専用台紙の交付をもって行う。

２　事業実施者は、自然共生ポイントの交付先について、団体又は参加者個人のいずれかを選択することができる。
３　自然共生ポイントの交付先が団体の場合、市長は自然共生ポイントシール及び専用台紙に代えて、別に定める自然共生ポイント発行証明書（以下「ポイント証明書」という。）を交付することができる。
４　自然共生ポイントの交付先が参加者個人の場合、事業実施者は、事前に交付予定となる自然共生ポイントシールの交付を受けることができる。ただし、参加者数の変更等により、事前に交付を受けた自然共生ポイントシールの過不足があった場合は、実績報告時に精算するものとする。
（自然共生ポイント事業の実施）
第５条　事業実施者は、団体が自然共生ポイントの交付先となる場合を除き、参加者に対し前条第１項に定める自然共生ポイントシール及び専用台紙を交付するものとする。
（事業の申請及び実績報告）
第６条　事業実施者は、自然共生ポイント事業を実施した日から起算して３０日を経過する日又は当該事業を完了した日の属する年度の３月３１日のいずれか早い日までに、自然共生ポイント事業申請書及び実績報告書（様式第１号。以下「申請書」という。）により関係書類を添えて、市長に提出しなければならない。ただし、別表１の項で定める環境保全活動については、この限りでない。

（自然共生ポイントの決定）
第７条　市長は、前条の規定により提出された申請書を審査し、これを適当であると認めたときは、自然共生ポイントを交付するものとする。
２　前項において、自然共生ポイントを交付しないと決定したときは、その理由を付した書面をもって事業実施者に通知するものとする。
（珠洲トチポの発行）
第８条　第３条から前条までの規定に基づき自然共生ポイントの交付を受けようとする者は、自然共生ポイントの交付に代えて、珠洲トチポの発行を受けることができる。
２　事業実施者は、前項の規定により珠洲トチポの発行を受けようとするときは、発行対象者の珠洲トチポＩＤ、氏名及び生年月日を確認できる名簿を市長に提出しなければならない。ただし、別表１の項で定める環境保全活動については、この限りでない。

３　第１項の規定により発行する珠洲トチポのポイント数は、前条第１項の規定により交付を決定したポイント数に１００分の１２０を乗じて得た数とする。
（自然共生ポイントの景品引換券への交換）
第９条　事業実施者は、収集した自然共生ポイントを景品に交換するときは、収集した自然共生ポイントシールを専用台紙に貼付して市長に提出しなければならない。なお、ポイント証明書により交付された自然共生ポイントを景品に交換する場合は、当該ポイント証明書を市長に提出するものとする。
２　市長は、前項の自然共生ポイントシール貼付済台紙又はポイント証明書を受理したときは、速やかに内容を確認し、受理した自然共生ポイント数に応じた景品引換券を参加者に交付するものとする。

（景品引換券の使用）
第１０条　事業実施者は、前条第２項で交付された景品引換券に記載されている有効期限内において、事業協賛店舗で景品引換券のポイント数に相当する景品と交換することができる。

２　景品引換券の有効期限は、発行日から３か月とする。

３　事業協賛店舗は、使用された景品引換券について、再使用又は不正使用がされないよう適正な管理に努めなければならない。
（景品引換券の換金手続き）
第１１条　事業協賛店舗は、景品引換券の有効期限の３か月後までに、使用された景品引換券に請求書を添えて、当該景品の代金を市長に請求するものとする。

２　市長は、事業協賛店舗から請求があったときは、その内容を審査し、速やかに請求代金を支払うものとする。

　（事務局）
第１２条　自然共生ポイント事業の事務局は、企画財政課に置く。

（その他）
第１３条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。

附　則
この要綱は、公布の日から施行し、平成２４年６月１日から適用する。
附　則（平成２９年珠洲市告示第９９号）

（施行期日）
１　この告示は、平成３０年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この告示による改正後の珠洲市自然共生ポイント事業実施要綱の規定は、施行日以後に行う自然共生ポイント事業について適用し、同日前に行った自然共生ポイント事業については、なお従前の例による。
　　　附　則（令和３年告示第２６号）
この告示は、令和３年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和４年告示第１７号）
　（施行期日）

１　この告示は、令和４年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この告示による改正後の珠洲市自然共生ポイント事業実施要綱の規定は、施行日以後に行う自然共生ポイント事業について適用し、同日前に行った自然共生ポイント事業については、なお従前の例による。
附　則（令和５年告示第１４６号）
この告示は、令和５年１０月２日から施行する。
別表（第３条関係）

	環境保全活動
	ポイント数量

	１　一般家庭からの廃食用油の回収
	廃食用油１ℓに対し、５０Ｐ

	２　海岸清掃活動
	参加１回に対し、１人につき１００Ｐ

	３　河川清掃活動
	参加１回に対し、１人につき１００Ｐ

	４　道路清掃活動
	参加１回に対し、１人につき１００Ｐ

	５　森林保全活動（植林・間伐・除伐）への参加
	参加１回に対し、１人につき１００Ｐ


様式第１号(第６条関係)
珠洲市自然共生ポイント事業申請書及び実績報告書

年　　月　　日

珠洲市長

事業実施者　　住　　　所　　　　　　　　　　　　　

（団体名）　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　 　　

担当者名　　　　　　　　　　　　　　

連　絡　先　　　　（　　　）　　　　　
　珠洲市自然共生ポイント事業の交付対象となる環境保全活動を実施したので、珠洲市自然共生ポイント事業実施要綱の規定により報告します。

	環境保全活動の名称
	

	環境保全

活動の内容
	実施年月日
	　　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日



	
	実施場所
	

	
	作業内容
※該当するものに○をつけて下さい。
	１．海岸清掃　　　２．河川清掃

３．道路清掃　　　４．森林保全活動

５．その他（　　　　　　　　　　　）

	参加人数
	               人

	ポイント交付先

（どちらかを選択）
	申請者　　　・　　　　参加者個人

	ポイントの種類
	自然共生ポイント　　・　　珠洲トチポ


添付書類

· 環境保全活動の実施を確認できる写真（２枚程度）

・ 珠洲トチポ発行対象者名簿（ＩＤ、氏名、生年月日を記載したもの）
※処理欄(記入しないでください。)

	受付番号
	事業の可否
	交付ポイント数
	交付決定日

	－
	可・否
	ポイント
	年　　月　　日


